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口 腔由来の 助 cよg和才ぉ の 病 原性 を検討する た め, まず , 且 ノ触感壷 1010 の標準株 を使用 し て 基 礎
実験 を行 っ た. T F培地の 48時間培養液 の 0.2 mlを マ ウ ス 尾静脈 に 注射 した と こ ろ,10 匹中6匹 の マ ウ ス
の 弊死 を起 した. こ の 毒性は 115
0
C, 15分の 加熱に よ っ て 不清化 され な か っ た . 元 来, 励 cfg 和∠ぬ 単独の
病原性 は よく知ら れ て い な い の で , 弱 い なが らも致死性 をも つ こ の 毒素 が どの 画分 に あ る か に つ い て更 に
検討 した. 培養液 を4
0
C下で 20分, 1300× G で 遠心 し, 上清液 と沈漆に 分け た. そ の 上 清掛 こ は全く毒性
を見る こ と はで きな か っ た . しか し, 菌体 を超音波処理 し, こ れ を マ ウ ス の 尾 静脈 に 0･2 ml注射 した と こ
ろ , こ の 時致死毒性 を認 め, そ の L D5 ｡は 5 .35mg で あ っ た . 次に 家兎 に 対す る発熱性を調 べ た が , 最少量
3.1m g/kg を必要と した . 更に , この 超音波処理薗の Shw a rtz m an 活性 を検討 した ･ 予備注射量 と して 2,
4 , 8 , 16m g/0.2ml を注射 し, 惹起液と して 16m g の 超音波処理菌 を用 い たが , 反応 は陰性
で あ っ た ･
しか し, 惹起注射液と して, E. c oli･L P S O･2m g を注射 した 際, 4, 8, 16 m g で 反応陽性 を示 した･
以上 の 実験 に基づ き , 且 力喝 鵜 且 伽 ねわ 加 研ぎc 和 乃, 且 椚β∠α乃オ乃 聯 "?ブc〟5･ 且 d ねね 甜 め 且 o 和才∠5 な
どの 口 腔内由来の & cteroides12株お よ び教室保存株 9株 を併せ 用い て , S hw a rtz m a n反応 を試験 した･
結果は, Ba cte roides spe cie sの 如何 を問わ ず, 全て の 薗株に Shw a rtz m a n反 応は陽性で あ っ た ･
以上 の 所見か ら, 励 cter oides spe ciesの 病原性 は内毒素 に 類似 し た物質に よる も の で ある と考 え られ る･
Eey w ords An a er obes, Ba cte nidesjhqilLs, Pathoge nicity, Endoto xin like
Substan c e.
口 腔領域の 感染症は 日常臨床に お い て , しば しば遭
遇す る疾患である が, そ の起因菌の 大部分は 一 般 に は ,
弱毒菌ある い は非病原菌と さ れ て い る 常在菌で あ る
1)
. 口 腔内 に は 多種多様の 常在菌が存在 してお り, ヒ ト
の 唾液申の 総菌数 は 1 ml当り ほ ぼ 108c ells 存在す る
と され て い る2). 通常 は宿主側 の防禦機構 と常在菌 の
病原活性と の バ ラ ン ス が保た れ て い るが , 宿 主側の 要
因や微生物側の 菌数の 増加 ある い は病原活性の 変化に
ょ り, 常在菌が容易に Op pO rtu nisticinfe ction の 起因
菌と して 重要な役割を演 じて い る3ト
6)
近年, 嫌気培養法の 確立 に よ り嫌気性薗に よる感染
症が注目さ れ, 口腔領域 で も 嫌気性菌の 単独感染症例
あ るい は混合感染症例が多く な っ て き て い る . 時と し
て重 篤な症状 を呈 す る症例が あり , そ の 際の 起 因菌の
ほ とん どは, 弱毒菌ま たは非病原菌と従来み な さ れて
き た常在性嫌気性菌 で ある と報告さ れ て い る7). し か
し, 臨床 に お い て 最近, 特 に 注目され て い る グラ ム 陰
性嫌気性梓薗で あ る 及 血 郡 元 払 の 病原 性 に つ い て 実
験す るう ちに , 励 cJe 和∠dぉ の 培養液 に マ ウス 致 死 毒が
含ま れ る事実に 遭遇 した . 励 c′g 和∠ぬ の 培養液が, 毒
性を示 す実験は過去見 られ た こと が な い の で , 本報で
は こ の 毒性 を確認す る目的で , 種々 の 実験 を お こ なっ
た . また , さ ら に 臨床 か ら得られ た 菌株 に つ い て も病
原性 に つ い て 検討 した.
材 料お よ び方法
1 . 実験動 物
生後 6 ～ 7 週齢( 約20 ～ 25g)の 雄の d dy 系 マ ウ ス,
生 後 8 ～ 9 週齢 (約 250g) の 雄 の W ista r系 ラ ッ トお
よ び生後 11～ 12週齢(約 2 kg)の 雄の 家 兎を実験 に使
用 した .
2 . 使用菌株
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岐阜大学医学部微 生物字教室か ら 分 与 さ れ た, β.
カ昭7/た7000, 701, 7002, 7004, 7008, 1010, 且
/J～β′αわ/α∂研7c 和 乃7005. 7006, 且 dgs′αSO乃オs 7007お よ
び 且 o 和独 7010 と当教室 で最近, 口 腔内よ り分離 ･
同定した 風 力吻 壷 K T-32, 33, 34, K ト3,5,11,14,22,
23, SI, T -28, お よ び 及 川 祓 融 和 押 流 補 ⅨK-1の 計
22株 を実験 に供 し た.
3 . 使 用培 地
実験に 使用 した培地 は従来よ り当教室 で 口 腔内嫌気
性菌分離用培地と し て使用 し て き た 玉 井 ･ 福 田培地引
( T Fm ediu m ･ 日水) を使用 した.
4 . β . rrαgfJ言古 の 培養液 の 接種 法
T Fm ediu m (中試験管中に 15ml) で 2 回 370C･48
時間継代培養 した後, T F 血液平 板培地 に 塗 沫し, その
コ ロ ニ ー を更 に , Single c olo nyis olatio n した菌 を使
用 した. さ ら に , T Fm ediu m(中試験管中に 15 ml)
に 37
0
C ･48時間前培養後, その 1 mlず つ を 30ml容
量の 6本の 投薬 ビ ン (30mlの T F培地が分注さ れ て
い る
.)に 移植 し, 3 アC で 12, 24, 48, 72, 96, 120時
間それ ぞれ 本培養し た. その 培養液を マ ウ ス の 尾 静脈
に 0 .2 ml接種し , 3 日後の 致死 率を求 めた . そ の 際,
48時間培責液を接種後, 死 亡 した マ ウ ス を剖検し, 各
臓器中の 細菌学的検索も併せ お こ な っ た .
5 . 菌数 測定法
且 力喝 ･才Jゐの 各時間 ごと の 培養液中の 生菌数測走
は, 平板稀釈法9)に よ っ て 算出 した.
6 . β. rr叩 f摘 の 培 養液の 処 理 法
上記 の 方法に 従 っ て継代培養をく り返 し た菌 を用 い
た
.
こ の 3 ml を100mlの γF 培地(100ml のbottle
中に 分 注)に 移植 し, 37
0
C, 12時間前培養し, こ の 30
mi を 1000mlの T F培地(1000ml容量 の bottle に 分
注) に , さ らに 移植 し, 37
0
C48時間培養 した (T F培
地は す べ て aga rぬ きの も の を用 い た). こ の 培養液を
1,300× G ･20分 間, 4
0
C下で 冷却遠心 し, そ の 上 清液
に tolu e n eを 10%の 割合 に 加 え て充分振盈 し, 一 夜
4
0
C下 に 静置 した. その 後滅菌蒸留水を湿 ら せ た 濾紙
で 濾過 して tolu ene を除去し, マ ウ ス の 尾 静脈 に 0.5
ml接種 し, 3 日後の 致死 率を求め た. この 実験の 上 清
液作製は す べ て 無菌操作 で 実施 した.
7 . 超 音波処理菌の 作 製 法
先の 操作 で 得られ た 沈査 を滅菌生食水で 洗 源後, 滅
菌生食水50mlを加え超音波処 理 器 (Ultra s o nic dis-
rupto r, Model U R200 P, T O M Y S EI K O) で 145w/
20K Hz ･ 1 分間, 間欠的に 20 分菌体破壊 を行 っ た . こ
の 液を 10.000× G ･2 0分 間, 4
0
C下 で 冷却遠心 し, 上
帝液を凍結乾燥 して 粉末と し実験 に 供 した. 実験 の 使
用 に際 して は, 凍結乾燥 した超音波処 理 菌を滅菌生食
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水に 懸濁 し, マ ウ ス の 尾静脈 に 0,5, 1.0, 2ふ 5.0,
7.5, 10.Om g を各群 20匹 づ つ 接種 し, 3 日後の 致死 率
を求め た
.
な お , 超音波処理 に よ る 菌体破砕率 は約
95%で あ っ た .
8 . ラ ッ ト皮下 接種 に よ る皮膚変化
ラ ッ トの 背面 を動物用 バ リ カ ン で 剃毛 し, メ タ ノ ー
ル で 消毒後, 剃毛 部に 超音波処理蘭を滅菌生食水で懸
濁 した 2.5, 5, 10, 15, 20mg 溶液を皮下接種 し, 経
日的に 皮膚の 変化 を 14 日間観察 した.
9 . 発熱性 試験
発熱性物質試験法1 0)に 準 じて施行した. 1群 3匹 の
家兎を使用 し, 注射の 前々 日, 前日 に 直腸温 を測定 し,
当日 は注射前 1, 2, 3時間と直前に検温 した. 安静
時 を c o ntrol と し, 体重 1 kg 当り 50, 25, 12.5, 6.2,
3.1, 1.5m g の 各濃度の 処理 菌を 2.O mlの 滅菌生食水
に 懸濁 し, 約 2 kg の 家兎の 耳緑静脈に 接種後, 1 時間
お き に 6時間ま で 経時的 に検温 した. 3 匹中2 匹 以 上
が 対照 と 比 較し て 0.60C 以上の 温度上 昇し たも の を発
熱陽性と判定し, その 最少量 を体重 1 kg当 りの 重 量
で 求め た.
10. S hw a rtz m a n反応 に 使用 する 超音波処理菌( 準
備液) の 作製法
10 ml容量 の 投薬 ビ ン に T F m ediu mlOOml を入
れ , 前培養 した菌液 3 ml を移植し, 37
0
C･24 時間ない
し 48時間培養し た. 上記同様, 超音波処理 した もの を
凍結乾燥 しな い で 直ち に 10.000× G ･20分間, 4
0
C下
で 冷却遠心後, その 上清液を S hw a rtz m an反応用 準備




且 rrαgf 抽 1010の 培 養時間 に よ る 致死 率
且 / 物如損 1010の 培養時間と マ ウス の 致死 率 を, 1
群 10 匹で 検討 した. 結果は表 1 に示 す ごと く, 12 時間
培養液 の 0.2 mI を マ ウ ス の 尾 静脈 に 接種 し た と こ
ろ , 10 匹中 1 匹 を死 に 至 ら しめた. つ い で 24 時間培養
液 を接種 した マ ウ ス の 致死 率は 40%と な り,さ らに 48
時間培養液で は, 致 死 率は60%と 実験群の 中で 最高値
を示 した. しか し, 72時間培養液を接種 した群の 致死
率 は, 4 0%と低下 した. 96時間培養液で は, 致 死 率は
20%, 120時間培糞液で は 10%と低下 し た.
こ の 培養液中 に含 まれ る毒性 の 耐熱性に つ い て 検討
した
.
48 時間培養の 7.8×107c ells/mlの 生 菌数を含 む
菌液 で 10 匹の マ ウ ス に 静脈注射 し, 7匹死 亡 さ せ た も
の を 115
0
C, 15 分加熱し て , さ ら に ,1 0匹 の マ ウ ス に 注
射し, そ の 内 5 匹 の 生存 を認め, 熱 に よ っ て in a ctiv aq
tion さ れ る こ とは な い こ とが 判明 した.
上記の 各々の 培養時間で その 生菌数を測定した と こ
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ろ , 12時間培養液中の 生 菌数は 5･8× 10
8/0 ･2 血 , 2 4
時間で は 3,0×1 08/0･2n-l, 48時間で は 2･2× 10
7几 2
品1で あ っ た . 72, 96, 120時間 で は, 各々4 ･8× 10
6/0･2
血 , 4 .4×10
6/0.2 ml, 6･8×10
5/0･2 ml と培養時間の
経過と とも に 生 菌数は低下 し て い る成績 で あ っ た ･
以 上 の 実験成績か ら , 致 死 率と生菌数の 間 に は明ら
か な相関関係は見られ ず,ba cte remia よ り む し ろ菌体
内毒素に よる マ ウス の 死 を暗示 した.
し か し, 先ず最初に ba cter emia に つ い て検討 し た.
48時間培養 した培養液 の 0.2ml, 生菌数 1･6×10
6を
接種し, 24 時間以内 に 死亡 し た マ ウス の 心臓血 を採取




した が っ て bacter e mia も 見ら れ る こ と が判明
した. 可及 的無菌的に 採取 した心鳳 肝, 腎, 腸管 ,
大腿筋か ら も 及 血 抑 流 転 を検出 した. な お , マ ウ ス は
培養頼の 接種後, 毛 は逆だ っ て毛 並 み が 悪 く な り, 運
動性も低下 し, 食欲も不良 とな っ た . 死 亡 した マ ウ ス
は ほ と ん どが 24 時間以 内に 死 亡 した が, 生存 した マ ウ
ス は 2 日目以 後よ り次第 に 回復 し, 3 日目に は正常な
状態で あ っ た . また, 培養時間の 差 と マ ウス の 死亡 状
態 に は 何ら変化 はな か っ た .
2 . 培 養液 の 病 原 性
先述 の 実験で , その 致 死 原因が 培養菌 の 菌体成分 に
あ る の で は な い か と推測 し, 次の 実験を お こ な っ た.
す な わ ち, B. カ喝■ilis lOlO を T Fm ediu m(aga rぬ き)
に 3 アC･ 48時間培養し, その 培養液 を 1 群50 匹 の マ
ウ ス の 尾 静脈 に 0.5Ⅰ℃l接種 し,52% の 高 い 致死 率を得
た
.
次に 且 ノ毎 離掠 1010の 各培養時間 に お ける 超音波
処 理 菌に つ い て 致死 率 を検討し た. その 結果 は表2に
示 す ごと く, T Fm ediu m (aga rぬ き) で 12時間培養
した 後, 超音波処理 した菌の 上 清液 を マ ウ ス の 尾 静脈
に 0.2 ml接種 した と こ ろ, 20匹 中6 匹 が 死 亡 し, 致死
率は 30%で あ っ た . 24時間培養後の 超音波処理菌で

































a) o n e丘fth miofc ultu r e w a si･Ⅴ･ inje ctedinto m o u s etaila nd Re ading w a sperfor m ed
3 days afte rthe challe nge･
Table2. T hein8u e n ceof differ e ntin c ubatio nperiod o nthelethal to xicity oftre ated



























a) Ba cte rialc ells w ere harv ested atdiffer e ntin c ubatio nppriods a nd inter mitte ntly s ub
-
je ctedto ultra s o nic tr eatm e nt at145w/20KHzfo rl m ln･ T hetre atm e nt w asinte r-
mitte ntly repe ated fo r20tim es at aninte rv als of 30se c･
b) T he str ain lOlO w er e c ult red fo rdiffe re ntlengthe s oftim e a nd c entrifuged･ T he
c ｡1lected cells w e re submittedto ultr a s onic atio n. T hetr e ated cells w e r e su spe nded
in 30mlofsalin e a nd O.2 mlofthe s u spension w a s u s ed fo rinjectio n. Re ading w a s
pe rfo r m ed 3 days afterthe challe nge･
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は, 2 r=研 一9 匹 (45 川% )と な I), 48 時間培養後の 菌
体処理後の 上 活液で は , さ ら に 2(=独‡】 1(=些 (50% )
と なり , 実験 群中最高値 を示 し た. ま た, 72時間培養
経で は20匹 中8 匹(4(】% ) と依然 高い 致 死 率を示 し た■
しか し 96, 12(川寺間培養後の 菌体処理 後の 上 清液で は,
各々3(1%, 35%と 大差 は なく, 1 2時間培養後 の 菌体の
そjいこ近似し た成績 で あ っ た .
以 上の 実験結果 か ら, 且 ル 脚 侮 1010 によ る致 死 現
象は本菌の 菌体内成分 に よ る もの で あ る こ と が推定さ
れた.
3 . 超 音波処理菌の 粉末 の 静脈内接種に よ る 病原 性
T F m ediu m (但 し agarぬ き) で 24 時間培養し た
且 / 吻如偵 1(〕10 の菌体 を超音波処 理 し, 得 られ た超音
波処 理 歯の 粉末を各濃度に 懸濁 し, do se re spo n seを
検討し た. す な わ ち, 各濃度溶液の 0.2Ⅰ血 を マ ウ ス の ･
尾静脈 内に 接種 し た. そ の 結果, 表3 に 示 す ごと く,
0,5 mg お よ び 1 .0 皿 g接種群は 20 匹中死 亡 した も の
は なく, 2 .5 m g 接種群は 5%, 5 m g接種群 は25%,
7 , hmg 接種群 は 85%, 10m g 接種群は 95%の 致死 率
で あ っ た . 接種量 の 増加に 伴 な い 致死率も 上昇 した.
こ の 時 L D5 ｡は 5.35m g で あ っ た .
接種後の マ ウ ス は運 動性が低下 し, 食欲不振お よ び
毛 が逆だ っ て悪 く な り, 特に 12時間以 降で は 図1 に示
す ご とく , す べ て の マ ウス に 片限 ある い は両眼 に 浸出
Table 3. Lethalto xicity oftr e ated ce1 s uspensio n
a)
of B. fragi1is lOlO
Nu mbe r of dead mic e
Tr eatedc ells(m g)t,) /20 mice chale ngede)






















a) Referto the Table 2.
b) A O.2 mlv olu m e of cellsu spe n sio nin s aline w a si.Ⅴ .inje cted.
c) Re ading w a sperfor m ed 3 days afterthe cha1e nge .
Fig. 1. T he sym pto m s ofs ec r et fr o m eyes andclo sing ofeye sin mice w er e obs erv ed
24hr afte r a nintr a v en o u sinje ctio n oftre ated c ells u spen sio n of B. 触 ilis . Eyeis
Clo sed a nds e cr et (bla ck po rtio n)is adhere nt on thelid.
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液を伴 っ た閉塞状態 を呈 した. ま た, 図2に 示 す ご と
く, 黒 色の 硬 い 糞便が 肛門周 辺 に 付着 した症 状 をも呈
し た
.
しか し, 生存 した マ ウス は 3 日目よ り各症状 が
改善 し, 5 日目 に は正 常に 回 復し た.
4 . 超音波処 理菌の 生物活 性
先の 実験で 超音波処理菌 に よ る マ ウ ス の 死 亡 が 高濃
度 で認 め られ たた め, 超音波処理菌 に つ い て その 生 物
活性 を検討 した.
1) ラ ッ ト皮下 接種に よ る皮膚変化
ラ ッ トの 背面の 皮下接種 に よる 皮膚変化の 生物活性
を検討 した. その 結果 は, 表 4 に 示 す ごとく , 接種童
の 増加に 伴な い 硬結, 疲痕, 発赤等の 症状は増大し,
最大 症 状発現 日数は 接種量 の 多少に 関係な く接種後5
日 目 で あ っ た . ま た, い ずれ の 接種壷 で も肉眼的に は
潰瘍 は認め られ なか っ た . 図3 は その 所見 で ある が,
A は 2.5 mg, B は5･O m g, C は10.Om g,D は15.Omg,E
は 20.O mg のもの で ある. 図 4 は病理 組織所 見 で ある
が, 接種域の 皮下組織は浮き上 が っ た状態 を呈 して お
り, そ の 下 層は 化膿 性炎症が強く , 円形細胞浸潤が著
し い
.
ま た, 炎症 は筋層ま で 達 して お り, 肉芽形 成が
認め ら れ る. 全体 と し て 境界は比 較的明 瞭 で ある
.
2) 発熱性試験
超音波処理薗の 最少発熱量を検討 した. その 結果 は
図 5 に 示 す ご とく , 50m g で は最高体温 は注射後 4 時
Fig. 2. Ap pe a r anc e of a nu s with da rk stiffsto oI w a s obs er v ed afte rintr a v e n o u s
injectio n of B. j bilis 1010tr e ated c ellsu spe n sio n.
Table4. Subcuta n e o u s r e a ctio n sin r ats to tr eated cel su spe n sio n'
1) of B.j)wilts lOlO





































a) Refe rto the Table 2.
b) A O.2 mlv olu m e of c e1 s u spe n sio nins alin e w a si.v .inje cted.
C) Re ading w a sperform ed 14days.afterthe challe nge o nthe ba ck skin ofr at.d) -, Ncgativ e; 十, 1e sstha n5×5 m m , ≠ , 5 ×5to lOxlOm m;a nd ≠, m O r etha nlOx
lOm m.
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間で 現れ, 6時間後 に は c o ntr olに 近づ い て い る . 最 mg を算出 した .
高 上昇 率 は 50 m g で 1 ･2
O
C, 25m g で 1.l
O
C, 12･5, 3) Shw a rtz m a n反応
6.2, 3 .1 皿 g で は い ず れ も l
O
Cで あ り, 1.5nlg の み が i) 単





C 以下で あ っ た こと か ら, 最少発熱量 は3.1 応を検討し た. 家兎の 腹部を剃毛し超音波処理薗の 粉
Fig. 3. Subc uta n e o u sle sio nin rat skin prod豆C ed by B. j *ilis lOlOtr eated c ells 5
days afterinjectio n. Diffe r entdo se s oftre ated c ells u spe n sio n w er einje cted: A,2.
5m g ;B, 5.Omg ;C,10 .Om g ;D, 15.Omg ;E,20 .Om g.
Fig. 4. T iss u e s e ctio nfr o mthe infla m m ato ry lesio nin r at pr odu c ed by the sub-
CutaneO uS injectio n of B. jhqilis IOlO tre ated c ells u spe n sio n. (He m ato xylin &












































1 2 J l
I8 tt n山 (h再 l化 t rlht r▲ 作 冊 リ1 1nJ亡亡tlo n
Fig. 5. Pyr ogenic re spo n s e ofr abbits to B,
str ainl OlOultr a s onic atio n-treated c ells.
末を0.2 ml当り 2, 4 , 8, 16 m gに 調整し て 皮内に
接種 し, 経目 的に 皮膚の 変化 を観察した . 接種後硬結
と発赤と 一 部に 痴 皮を認め, 中 で も 硬紡が 強 く 現 れ
た ので , 硬結部の 長径 と短径 を経日的 に 計測 した. そ
の 結果は表 5 に 示 す ごと く, 最大症状発現 日数 は 16
mg が 4 日目で あり, 8 m gが 2.El目と早 く, 4 mg は
3 日目 で あ っ た . 症状 の消退 は 8 m g が 11日 臥 4
m gが 10 日目で あっ た が, 16 mg は 28日 経過 し て も
消退 し なか っ た . 2 m g は接種後 4 日目に は消過 した.
ま た, COntrOl とし て接種 した滅菌生食水は何 ら反 応
を示 さ なか っ た .
ii) 局所S hw a rtz m a n反 応 :超音波処理菌の粉末 を
0.2ml当り 2, 4, 8, 16m g に な る よう に 調整 して
準備液と し皮内 に接種 し, 24時間後 に 惹起液 と して 同
様の 処理 菌の粉末 を16 mg/2ml耳緑静脈 に 接種 して
皮膚の変化 を経 日的に 観察 した . い ずれ の 接種部位 に
も硬結と発赤と 一 部痴 皮の みで あり , 出血壊死 は認 め
られ なか っ た
.
すな わ ち, 単 一 皮内接種 と比 較す る と
ほと ん ど変化は認め られ ず差 はな か っ た が, 16mg 接
種で は硬結の 症状 は25日目 に は消退 して い た . ま た,
2 mg接種 に よ る皮膚の 変化 は認め られ な か っ た .
ii) E. c oliO lipopolys a c cha ride( 以下L P S と略)
に よる交差試験: E. coli O55: B 5(Difc o, U S A) の
L P S O.2 mg を惹起液と し た交差試験 を施行 した . そ
の 結果は表 6に 示 す ごと く, 2 m g 以外の い ずれ の 準
備液接種域に も, 惹起液接種前に は硬結と軽度の 発赤
の み で あ っ た もの が, 惹起接種後 6時間 で 強い 出血壊
死 を認め た. 出血壊死 部は 2 日目が 廣も 強 く現 れ ,
漸次消過 し 6 日目 に は完全に 消失 した. しか し, 硬結
は存続し て お り, 最大症状発現 日数 は16m g と 4 m g
が 5 日目, 8 mg が 6 日冒に 見 られ, 本実験の 超音波処





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ると反 応は 非常 に 増強され て い る . 図6 は交差試験 の
際に 生 じた 16 m g 皮内接種部位の 所見で, 図 7 は その
病理組織像で あ る. 表皮直下 に 強 い 出血と好中球の 浸
潤お よ び浮腰 を認め , 一 部表皮 まで 達 して お り , 深 層
は壊死 を認 め る な ど典型的 な Shw a rtz m a n反 応 の 所
見 で あ っ た .
5 , βαCね r oideぷ の 分 離棟お よ び分 与菌株の 超音
波処理菌に お ける Sll W a rtヱm a Ⅱ反 応
分離菌株 12株, 分 与菌株 9株 の 計21株の 劫 cね 和才ー
des spe cies全般に 亘 る局 所 S hw artz m a n反 応交差試
験に つ い て検索 した . 各菌株の 超音波処理菌の粉末を
作製し, そ の 0.2 ml当り 4 , 8, 16m g に なる よう に
調整し準備液 と して , 家兎の 腹部皮内に 接種 した. 24
時間後 に 惹起液 と して, 丘: α痛 055: B 5の L P S を
0.2mg/2ml耳緑静脈 に 接種後, 皮膚の 変化を 5 日目
に 判定 した . その 結果は, 16 m g接種群は, 表 7に 示 す
ごと く, 出血壊死 部を ノ ギス に て計測 したが , 分離菌
株 に 出 血 壊 死 の 著 し い , 周 囲 に 発 赤 を 伴 な っ た
Shw a rtz m a n反応陽性の 薗株が認め られ た. 中で も,
分離菌株 且 ノ極がね KI･14 は43.0×44.O m m と極 め
て著し い 出血 壊死 を 示 した. しか し, こ の薗株 の 由来
に は特記す べ き所見はな く, 口 腔内の 歯石か ら分離 し
た菌株 で あ っ た .
一 方分与さ れ た菌株は, 出血壊死 は小 さく , 発赤も
弱く , Shw a rtz m a n反応 は弱陽性の 菌株が多か っ た .
なお , 4お よ び 8 m g/0.2 mlの 接種部位に は反応 は現
れ ず, 再度 の 実験 で も反 応は現れ な か っ た .
検 索 し た 薗株 励 cte7Vides spe cie sは 5 種 21株 で
あ っ た が, 菌種 間に はS hw a rtz m a n反応陽性に 強弱反
応 はな く, 励 cte roides spe cie sに は 一 様 にShw artz-
m a n反 応が認 めら れ た.
考 按
口 腔領域 の 感染症 の う ち, 嫌気性菌で 病原性が判明
して い る の は放線菌症の み で あるが , ほと ん どの 感染
症 に 嫌気性菌が関与 し て い る こ と は疑い の な い 事実で
あ る1 1). 当教室で は従来よ り, 感染症 の 炎症巣よ り採取
した材料か ら嫌気性薗 の 分 離 をお こ ない , 696検体中
335検体 ･ 52.5%の 嫌気性薗と好気性薗 の 混合感染 を
認め, 口 腔領域の 疾患 に は半数以 上 の 症例に 嫌気性菌
が関与 して い る こ と を報告して い る1 2). ま た, 口 腔内感
染症 に 嫌気性菌の 単独症例 が 25.4%と 嫌気性菌 が高
率に 関与し て い る こ とも報告 し1 2), こ れ ら分離さ れ た
嫌気性菌は ほと ん どが 常在菌で あり , 口 腔内感染症が
endoge n o u sinfe ctio nで あ る こ と を示唆 して い る . こ
の よう に , 弱毒薗また は非病原菌と され る嫌気性薗に
よ る op po rtunistic infe ction が 近年多数認 め ら れ て
682 宮 本
きた こ と に つ い て , A C TH
･ 副腎皮質ホ ル モ ン ･ 抗腰 起 し て く る た め で あ り , 宿主 側の 要 因が 大 き く関与し
癌剤 ･ 各種抗生物質ある い は放射線照射等 に よ る治療 て い る と さ れ て い る
1 3)
.
一 方 , 微生物側の 病原性因子 に
法の 発達に 伴な い , その 多用 が 常在菌叢に 乱れ を き た っ い て も数多く の 研究が な され て い る . 特 に 艮 犯 切崩 ･
す た めか , ある い は感染症に 対す る抵抗力の 低下 を誘 dgsは, 宿主 例の 要因だ け で な く菌例の 要因も重 要で
Fig.6, Shw a rtz m an r e a ctio nin r abbit skin pr odu c ed bythe pr epa rato ryinje ction of
B.j)7qilis str ain lOlOtr e ated c ells u spe n sio n a nd pr o v okingintr a v e n o u sinje ctio n of
E. c oliendoto xin. Are a of ha e m o rrhagic ne cro sis sho w nin photogr aph de v eloped 2
days afterpr o v o c ativ eintr a v e n o u sinje ction ･
Fig.7. Tiss u e s ectio n fr o m the re s ectio n sho w nin Fig.6. M a s sive ne utr()phil
le uko cytic infiltr atio n a nd engo rge m e nt of blo od ves sels u nderthe epide r mis a re
Obs e rved.
'
He m ato xylin & Eo sin; × 40)
Ba cter oides の 病原性
Table 7. Shw a rtzm an cro ss r e a ctio nto E. colie ndoto xinin the rabbits pretre ated
by tr e ated c ells u spe n sio n
il) of is olate s a nd a sto ck str ain
Size ofha e m orrhaglC n e CrOSis which
Te ated c ells(m g)
b)
叩Pe a red at5 days atfe rthe pr o v oking
lnJe Ctio n(× m m)
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a) Refer tothe Table2.
b) A O.2 mlv olu m e ofc ells u spen sio nin s aline w a si.c. inje cted.
あり, Op pO rtu nistic infectio nの 解明 に は こ の 両面 か
ら病態 を検討さ れ て き た が∴軌旧 知 竹材毎 の も つ 病原性
を解明 す る こと は弱毒菌や非病原菌 で あ る だ け に 困難
な点が 多い . た だ 励 cね 和才dどぶ は, 弱毒菌 で あ り な が
ら, し ばし ば重 篤な症 状 を惹起 す るの で 注目 され て き
た14 ト 1 9). 中で t) B. jh7gilisLi強 い β,1a cta m a s eを産
出し, β･1a cta m 系抗生 物質に は全く無効で あ り, 術後
感染に 多く 関与し, し か も , 重 篤な症 状 を呈 し て い る
現状で あ る2 O ト 2 2). Dupo n sら
2 3)
, Bodn e rら
24)
, Gelb
ら2 5), M a rc o u xら
2 6)は Lktcfe7T)idesba cte r e mia で 死 亡
した患者が 高率で あ っ た こと を報告し て い る . さ ら に
Feln e rら27)は25()名 の ba ctere mia の う ち, 1 40名 は
且 カロg′/由に よ る もの で あ り, そ の 死亡 率は約 34%,
C ho w ら2 8)は6 3%,M､a Cke n zie ら
2 9)は 42 .1% と Ba c-
J(ヲ7p7dど5 に よる 死亡 率の 高しゝ こ と を報告 して い る . こ
のよ う に 励 r/βγOJdどぶ は 弱毒菌 で あ る が , 宿 主側 の 状
況 に よ っ て 容易 に , te r min al infe ctio nと な り得る病
原性 を 有 し て お り , こ の 薗 の も つ op po rtu nistic
paLhogenicity を解明 す る こ と は重 要 で ある .
近 年, Op pO rtu nistic pathoge nicity の 解明 に 非常な
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努力が払われ て い るが , その 病原性の 本態解明 が十分
と は い え な い
. Quinto30)は 助 cte7T)idesと nLS Oba cfe.
r′z〃刀 の 培養液を マ ウス ･ 家兎 ･ モ ル モ ッ トの 鼠径部 に
筋注 し, その 病 原性 を証明 し報告して い る . さ ら に ,
W alke rら3 ‖の B. jh2gilis25株 の 培 養液 を 0.5 ml
(2 × 1 09c ells) マ ウ ス の 鼠径部に 各群10 匹づ つ 皮下
接種 し,2 5株中 21株 に 1 匹以 上 の 膿瘍形 成を認め , そ
の う ち 13株 は 50 % 以 上に 膿 瘍 を認め たと す る報告 な
ど若干の 論文が あ る. ま た, 渡辺32)の 且 如 才Jね を用
い た実験的感染症 に よ れ ば, マ ウス の 尾静脈 に 109個
接種し 24 時間以 内に 5 匹中4 匹 (80%) が死 亡 し たこ
と を報督し て い る . ま た, この 死亡 した マ ウ ス の 脳 ･
肺 ･ 心臓 ･ 肝 ･ 牌 ･ 腎の 各臓器 か ら, 助 cgβ和∠dgsが回
収さ れ て お り, 1 08個接種で は マ ウ ス の 毛 が逆だ ち容態
が 悪 く なる が, 次第に 回復 して 死亡 す る こ とは 皆無 で
あ っ た こ と な ども述 べ て い る .
こ の よ う な観点か ら著者は, 風 力轡 他 の 培養液接
種 に よ る病原性 に つ い て グ乃 7流ノ0,∠柁 〃～わ℃ の 実験感染
症 を試み た. 各培養時間の 培養液中に含ま れる 生 菌数
と致死 率 で は い くら か 異な り, 最も高い 致死 率(60%)
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は48時間培嚢 で あ っ た が, 生 菌数 は 12 時間培養 の
5.8×108/mlに 対 し, 48時間培養 の 生 菌数 は 2･2×
107/mlに す ぎなか っ た. す なわ ち, 且 力喝∠ぬ は, 病
原性と して は 48時間培養液が最も強 く, ま た致死現象
をみ る と必 ずしも生菌数と比 例 して お らず , し たが っ
て 何ら か の 菌体成分が関与 し て い る こ と が推察さ れ
た. こ の 毒性に つ い て既 に 渡辺 は 115
0
C, 15分で 耐性
で ある と述 べ て い る .
著者も耐熱性の 実験 を試 み た. 且 舟 脚 侮 1010の 培
養液を 7.8×107ce11s接種 して 10 匹中7 匹(70%)の致
死率を得た もの をさ ら に , 1 15
0
C･15 分加熱処理 した あ
と接種 して も, なお 10 匹中5 匹(50%)が死亡 し, こ
の 毒性が 熱に 安定 で あ る こ と を確認 した. 毒素が耐熱
性 で あ る こ とか ら, endoto xin の よう な菌体内成分 に
ょる も の で な い か と考えた . そ の た め, 直接菌体 を破
壊 し, 超音波処理菌 を凍結乾燥 に よ っ て粉末 と し, こ
の 粉末を生食水 に 懸濁 しマ ウス に 接種 した. その 結果,
10mg で 95%, 7.5m g で 85%の 致死 率 を認め た こ と
か ら, 極めて 弱い なが ら も毒性が存在 する こ とが 判 っ
た
.
また, 注射 した マ ウス は両限あ る い は片眼 の 閉塞
状態お よ び 黒 色糞便 が硬 く付着 し て い る状態 を認 め
た. endoto xin と眼症状に つ い て は, Le v e n e3
3)が 家兎
で , また 01lode rt ら
34)が と 卜で 眼と e ndoto xin の 関係
に つ い て述 べ て い る . 以上の こ と か ら, 超音波処理菌
の 接種 に よ る致死現象 は e ndoto xin に よ る作 用 と似
た現象で ある と考 えられ る. また ラ ッ トの 背面 に 皮下
接種 し, 化膿性炎症 を認め た こ とか ら炎症性産物 を有
す る物質が含有さ れ て い る と 考 え ら れ る.
一 般 に
e ndotoxin は使 用 す る 実験動物 に よ り感受性 が異 な
り, Ber c zi ら
8 5)は 且∴m粛 078株 の L PSに よ る致死 作
用 に 対す る感受性を比較 し, 体重 18 ±4 gの マ ウス の
1eth al do s eは 25～ 60mg/kg で あ り, 体重 300 ±50g
の ラ ッ トは 20～ 60m g/kg, 体重 3 ± 1 kg の 家兎 は 3
mg/kg で あ り, か な りの 差の あ る こ と を報告 して い
る . Gala n o s38】も Salm o n elkl の L P S を用い た 実験 に
お い て , マ ウ ス の LD5｡は 300
～ 1750m cg と 報告 して
い る
.
さ ら に 福士3 7)も 且 coJオ0113株か ら抽出 し た
endoto xim に よ る L D5 ｡は0.35mg と述 べ て い る が,
W ats o nら3 8)は 家兎に お ける L PSの 感受性に 関 し, 発
熱反応, 致死現象お よ び皮膚反応の い ずれ に お い て も
幼若な家兎の 方が感受性が低 か っ た こ とか ら , 動物の
も つ 免疫機構 を重視 してい る . しか し本実験 で は LD5｡
は5.35皿g で , 福士3 7)の 且 c oJブの L D5｡の 約 15倍 も あ
り, 単 に 動物間の羞だ けで な く本実験に 使用 した超音
波処理菌 は粗製物質の た め と考 えられ る.
endotoxin の 特性 の 1 つ に耐 熱性 が あ り, Ka n oh
ら3 9)は 且 . α痛 か ら抽出 した 卯 和gg乃 に 対 し熱失括を
試み , 120
0
C ･ 30分間の 加 熱で は失宿せ ず , 180
0
C ･90
分 間ま た は 250
0
C ･ 30 分間で 完全 に 失活 した と報告し
て い る . 本実験 で は60
0
C ･20分 間で 蛋 白質凝固を呈 し,
冷却遠心 して得 られ た上 清液に は致死 活性は認め られ
な か っ た が, こ れ は超音波処 理 薗 の 致死活性が pro･
tein 部分 に 存在 す る か , も し く は除蛋白 に よ る e ndo･
toxin の 不 活化40)で はな い か と考え る.
e ndoto xin は 細菌性発熱物質と し て は 最も強力なも
の で あ り, か な り微量で も発熱反応を認 め る た め. そ
の 物質 の 活性の 強弱 を み るた め に は 最少発熱量 を測定
す る こ と が推奨 さ れ て い る . M e rge nhage n4 1)は家兎 に
1 m cg を静注 し て 3時間後に 上 昇 した 直腸 温 を測定
し, ㌣ αJ∽Jβ5 C β乃S が 3
0
C と最も高く , 続 い て F ♪0か
研∂ゆゐ〟 椚 2.5
0
C, β. プ抑油川扇町離 別 わ既 1･5
0
Cで , 且
乃7eね乃才乃 聯 乃Zc ∽ の 活性が 低い こ と を指摘 し てい る.
本 実験 で は最少発熱量 は 3.1 m g/
′
kgと か な り 多く,
Salm o n elhl の L P Sの 0.007～ 0.004 m cg/kg36)や , B.
m ela nin ogenicu s25～ 1 00m cg/kg4 2)と 比 較 し て も 極
め て感受 性が 低い こ とが判明 した. し か し, 内容 的に
は L P Sの 示 す 発熱性 を有す る こ と か ら L P Sに 近 似す
る物質 が含有さ れ て い る こ と が判 っ た .
以 上 述 べ て き た 超音波 処 理 菌 は e ndoto xin と の 関
係が推察され た が, この 毒素の 重 要な生 理 作用 の 1っ
と して S hw a rtz man 反応 が ある の で , 以下 こ れ に つ い
て 述 べ る . す な わ ち, Bβ e が ダ〟S O∂αCJβrブz〃乃 と
エゆわfカcゐ由 を自 己隔解 させ た 培養濾液 を用 い て家兎
に S hw a rtz m a n反応 を 惹起 せ し め た 43). そ の 後,
M e rge nhage nら
4 3)4 4)が Veillo n ella と Fu sUbr m
ba cilliの 培養液 を try psin 処理 した endoto xin pr o-
du ct を用 い て 家兎に S hw a rtz m a n反応 を生 じさ せ,
さ らに 且 研 βね乃才乃Ogβ乃ブc 捕, Å 乃〟CJβα加 ∽ な どか ら
phe n ol･ W ater法 に よ っ て 抽出 し た e ndoto xin を 用 い
て 家兎 に Shw a rtz m a n反応 を生 じ さ せ た. こ の 他,
Riz z o4 5)は 1 i々llo n elhl を 用 い , Je n s e n
4 6)も F Po&･
m o7やhu m を用 い て S hw a rtz m a n反 応 を生 じせ し め
た . 特 に M ergenhage n4 1)は グ ラム 陰性菌 の S hw a rtz･
m a n反応 の 最少有効準備液量 を検討 し, け αJ∽Jどぶ 脚 J5
1 .Om cg, F PobJm O YPhu m 25 m cg, B. m elanin ogeni
･
c 〟5100m cg と 羞 の あ る こ と を 示 し, こ こ で も 且
∽αね乃わ? 聯 乃オc〟S の 活性の 低 い こ と を報告して い る ･
本実験 の 超音波処理菌 に よ る Shw a rtz m a n反応 で は
準備液 を 2, 4, 8, 16 m g の 0.2 ml 生食水懸濁液を
皮内接種 し, 惹起液16m g を耳緑静脈 に 接種した が,
S hw a rtz m a n反応は 認め られ ず, 単 一 皮 内接種と比 較
して も ほ と ん ど変化 は認 めら れ なか っ た . こ の 際, 生
じ た硬結 は持続的 で 長期間存在 し て い る こ と か ら,
S hw a rtz m a n反応の 出血 壊死 と は 関係 なく , 超音波処
Ba cte roide sの 病原性
理菌根の 中に 超 困 物質 が 含ま れ る と 考 え ら れ る .
Schw ab ら
4 7)は 既 に A 群 Str4)tOC O CCu Sの 菌 体 抽出物
の皮内捧種 に み ら れ る硬結形成成分に よ る硬 結の 記載
をして い る が, こ れ と同 一 現象と 考え られ る . 惹起 液
に超音波処 理 菌 を使 用 した S hw a rtz m a n反応 は 認 め
られなか っ たが , 且. 化前 の L P Sに よ る交差試験 で は
明らか に S hw a rtz m a n反応が 確認 され た. す な わ ち,
惹起 液接種後 6時 間で 準備液4, 8,16m g の 懸濁 液 に
出血壊死 が 出現 した が, 6 日目 で は消失 し た. しか し
硬結 は 5 日目 が 最 も 強 く, 単 一 皮 内 接種 や 同種
Shw a rtz m a n反応 に 比 べ て硬桔の 経過 は長 く続 い た.
この よう に 超音波処理菌の 粉末の 最少有効準備液量 は
4 mg と 考 え ら れ る が, M erge nhagen の B. m eld一
乃ど乃 脚ヲ乃Zc 〟Sの それ と比 較 して 約 40倍の 量 で ある.
以上 の ごと く, 各実験群 に お い て使用 した超音波処
理菌の 粉末の 量 は他の 報告者 の グ ラ ム 陰性薗の e ndo-
toxin の 量 と比 較 して 多 い が , これ は本実験 で は, 超音
波処理 の み を施 し て い る の で B. j *lLs の endoto xin
採取法と して は, 素毒素を使用 し てい る こ と に 原 因が
ある. しか も嫌気性薗で は, Hofstad ら48)の お こ な っ
た phe n oトw ater 法お よび ED T A, trichlo ro- a C etic
a cid の 三 者の 方 法 で抽 出した 且 力喝す∠由, 且 〃7eJα一
扉 別 邸 矧 厄札 jまαm 抽 の 各 L PSの 活性 が い ずれ も低
い と す る 報告 が あ り, Sve en ら49)50)や Hofstad51)の
助 血 冊 旭 勉 の L P S よ り か な り毒素が低い と報告 に
あるよ う に , 一 般 に 見 地 壷 の 生 物活性 は低い 52)こ
とが考え られ る . 従 っ て , 且 如 才掠 の L P S と他の グ
ラ ム 陰性梓菌の L P S との 根本的相違5 3)や 英膜の 有無
によ る L P Sの 活性の 相違5 4)を指摘す る報告 も あ り,
助cieroides spe cie sの 分離菌株 ･22株に つ い ても施行
した. しか し, Hofstad ら4 8)の 報告を確認す る結果で ,
い ずれ の spe ciesに お い て も S hw a rtz m a n反 応弱陽
性で, 活性 の 低 い こと が 判 っ た .
結 論
Ba cte r oides speciesの 病原 性に 関し て 実験 を お こ
ない , 次の 結論 を得た.
1) 凰 ノ吻如抽 1010の 各時間の 培養液 を マ ウ ス に 接
種し, 培養液中の 生菌数と致死率と の 関係 を調 べ た .
最も高い 毒性 は, 48時間培養で あ っ た (60% 致死率)
が, こ の 際生 菌数 は 12 時間培養の 3.0 ×108/mlに 比
べ て 2.2× 107/ml と減少し た. しか し, 48時間よ りさ
らに 培養す る と生 菌数 も毒性 も減少した .
2 )48時間培養後, 超音波処理 し遠心 後得られ た 上
清液中の 致死 率 は 50 %, また 24 時間お よび 72時間培
養後の それ は 45%お よ び 40%の 致死 挙が えら れ た. 12
時間, 96時間お よ び 120時間培養後の 超音波処理菌の
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粉末で は致 死 率は 30% 前後で あ っ た .
3) 超音波処理 し凍結乾燥 して 得られ た粉末を マ ウ
ス に 接種 した と こ ろ, 10m g で 95%, 7.5m g で 85%,
5･O mg で 25%, 2.5m g で 5%の 致死 率を得, こ の 時
の L D5 ｡は 5.35m g で あ っ た . こ の 際, 両眼ある い は片
眼 の 閉塞状態 お よ び黒 色糞便の 付着状態が観察さ れ
た.
4) 超音波処理菌の 粉末 をラ ッ トの 背面に 皮下 接種
したと こ ろ, 2.5, 5 , 10, 15, 20m g の い ずれ の 接種
部位 に も硬結 ･ 療痕 ･ 発赤 な どの炎症所見を認め, そ
の 最大症状発現日数は接種量に 関係な く 5 日目で あ っ
た .
5) 超音波処理菌の粉末の 発熱反応を家兎を用 い て
施行 した と こ ろ, 最少発熱量は 3.1 m g/kg で あ っ た .
6) 超音波処理菌の 粉末の 16 ･ 8 ･ 4 ･ 2 m g を準
備液と し, そ の 16m g を惹起液 と した S hw a rtz m a n
反応 を試み たと こ ろ, 出血 壊死 は認め られ なか っ た .
しか し, 16･ 8 ･ 4 m g の 接種域に 強い 硬結を認め , こ
れ は単 一 皮内接種 の 症状と ほと ん ど変化 はな か っ た .
7) 口 腔内か ら 分離 ･ 同定 した菌株 お よ び分与薗株
の Ba cie nidesす べ て に 局 所 S hw a rtz m a n反 応 交差
試験陽性 で あ っ た .
8)以上 の事実, すなわち, 励 cね 和才ぬ の 毒性が菌体
内に 存在 し, 弱い なが らも致死作用 をも ち, 且 つ p yr o-
ge nicity, S hw artz m a n反 応を併せ も ち,耐熱性で ある
と い う事実か ら, e ndoto xin と の 相似性 に つ い て 討論
をお こ な っ た .
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A bstract
T he pathogenicity of Ba cte r oide sin the hu m a n o r al c a vity, W a S eX a mined withmice, rab bits
a nd rats. T he fir st s e rie s of basic e xpe rim e nts w a s carried o ut wit h t he sta nda rd str ain ofBa cte r-
Oide sJ[agilis l O l O. A O.2- ml v olu m e of 4 8 hr c ultu r ein T Fm ediu m w a sintrav eno u slyirtie cted
688 宮 本
int｡ the m o u setai 1. T his do s e of the c ultu re w aslethal to 6 0f the l Omic
e 壇 e cted･ T heto xi-
city w a s n ot in a ctivated by he ating
at l 1 5
0
c fo r1 5 min ･ T he lethal to xicity w a sfu rthe rin-
v estigated sin cethe pathoge nicity o
fBacte r oidesin its single infe ctio n stillr e m ain sto be elu ci-




a nd sepa r ated
into t he supe r n at nt a nd s edim e nt fr a ctio n s･ T he supe rn at nt
didn ote xhibita nylethal to xicity
to mice. How e v er, the sedim e nt c ell fra ction , Whe n s ubje cted to ultr as o nic tre atrn e nt, Sho w ed
lethal a nd pyrogenic toxicitie s; t he saline s u spe
nsio n of the tr e ated c ells, Whe n i･V ･ irde cted,
exhibited the L D5 ｡ Of 5.3 5mg a nd the minim u m co n c e ntr atio nfo rp yre xia o
f3･1 mg/Kg･ A Is o,
the su spension w a s e x a min ed fo rt he S hw a rtzm a n a ctivity･ T he s u spe n si
on w as subc uta n e o u sly
irde cted into the ba ck sk in of r ats at the c o n c e ntr atio n of 2, 4, 8, and 1 6 m g/0･2 ml asthe
pro v o c ative dose･ T he S hw artzm a n r e a ctio n w as n egativ ein all
the a nim als e x a min ed･ T he
S hw a rtzm a n r e a ctio n, ho w eve r, W aSPO Sitiv e whe nO ･2 m g of E･ C Oli
- L P Sw a s u s ed a sthe prov o-
cativ elI函 Ctioninste ad of thetr e ated c ells u spe n sion m e ntio n ed abo v e･
T he S hw a rtz m a n a ctivity w a sfu rther exa min ed of 1 2str ain sbelo ngingto 2 diffe r e nt Ba cte7
t
oide s spe cie sisolated fr o m o r al cavity a nd 9sto ck str ain s of dif
fe r e nt Ba cte r oide s spe cie s;the
latter in clude sB. Jlagilis, B. thetaiota o mic ro n, B. m elaninoge nic u s, B･ dista s o nis a nd B･ Orali&
A ll the str ains ex a min ed e xhibited po sitiv e r e a ctions･ T he refo r e,the pathoge nicity ofthe Ba cte r
-
oides spe cie s ap pea rsto be du eto a s ubsta n c e simila rto e ndoto xin ･
